
 

ＩＴＵデジタルサイネージワークショップについて 

 

○ 目  的： 

 ITU-T の関係者、デジタルサイネージ業界団体の DPAA（米）や

OVAB-Europe、Web 技術の標準化団体である W3C 等のキーパーソン

を招待し、我が国のデジタルサイネージの現状やシステム要件等

を紹介するとともに、意見交換を行うことで、グローバル企業と

連携して標準化を進めるための土台を構築する。 

 途上国・新興国の主管庁・通信事業者等を招聘し、これらの国々

と国内事業者・メーカー等間の将来のビジネス展開につなげるた

めの関係構築を図る。 

○ 開催時期： 2011 年 12 月 13 日（火）～14 日（水）、二日間 

○ 開催場所： アキバプラザ（秋葉原） 

○ 主  催： ITU 

○ 共  催： 総務省、ＤＳＣ（デジタルサイネージコンソーシアム） 

○ 参加者数： 約 200 名 

 日本:通信事業者、システム開発事業者、サービス提供事業者、 

ユーザー企業等 

 海外：関連標準化団体（W3C、DPAA、OVAB-Europe 等） 

通信事業者、システム開発事業者等 

途上国（インド、インドネシア、タイ、中国、フィリピン、

ブラジル、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、モンゴル、

ラオスの主管庁） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料２－５ 



 

プログラム（案） 

 

1st Day 

09:30 – 10:30  Opening（挨拶・基調講演 など） 

10:30 – 11:00 Coffee Break 

11:00 – 12:30  海外の標準化団体における標準化の取組について 

(DPAA, OVAB-Europe, W3C, ITU 等) 

12:30 – 14:00 Lunch 

14:00 – 15:30  DSUF・DSC の活動の紹介 

15:30 – 16:00 Coffee Break 

16:00 – 17:30  デジタルサイネージサービス・ユースケース紹介 

 韓国、中国、米国等から紹介 

18:30 –   Welcome Dinner 

2nd Day 

09:00 – 10:30  パネルディスカッション（１） 

10:30 – 11:00 Coffee Break 

11:00 – 12:30  パネルディスカッション（２） 

12:30 – 12:45  Closing（主催者／共催者挨拶） 

12:45 – 14:00 Lunch 

14:00 ～  Technical Tour 

※ 国内の DS の先進的事例の紹介 

 


